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祝
成
人

特　集特　集

　

１
月
11
日
（
月
）
の
成
人
の
日
に
相

楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
主
催
に

よ
る
平
成
28
年
成
人
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
の

新
成
人
59
人
が
一
堂
に
会
し
、
成
人
と

し
て
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
笠
置
町
産
業
振
興
会

館
に
は
、
振
袖
や
袴
な
ど
華
や
か
な
晴

れ
着
を
纏
っ
た
新
成
人
が
集
ま
り
、
懐

か
し
い
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
笠

置
町
の
植
澤
武
尊
さ
ん
が
、「
大
切
な

故
郷
で
あ
る
笠
置
町
、
和
束
町
、
南
山

城
村
を
、
そ
し
て
共
に
歩
ん
だ
友
人
を

誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
人
生
を

目
指
し
、
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
や
ま
な
み
グ
リ
ー

ネ
管
弦
楽
団
に
よ
る
記
念
演
奏
会
が
開

か
れ
、
茶
話
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

に
つ
い
て
話
し
た
り
、
恩
師
と
一
緒
に

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
た
り
し
て
、

思
い
出
話
に
華
が
咲
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

笠置中学校区の新成人（笠置町・南山城村）

和束中学校区の新成人（和束町）
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〇
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
周
り
に

気
を
配
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。

（
笠
置
町
・
川
北
崇
裕
さ
ん
）

〇
無
事
に
大
学
を
卒
業
し
て
、
作
業
療
法
士

に
な
り
た
い
。（

笠
置
町
・
和
田
裕
大
さ
ん
）

〇
就
職
す
る
の
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

（
笠
置
町
・
藤
田
眞
歩
さ
ん
）

〇
親
に
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。

（
南
山
城
村
・
藤
井
菜
都
美
さ
ん
）

〇
自
分
ら
し
く
、
親
に
育
て
て
も
ら
っ
た

恩
返
し
を
し
ま
す
。

（
南
山
城
村
・
仲
尾
美
里
さ
ん
）

〇
猿
ま
わ
し
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
か

東
京
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
し
た
い
で

す
。

（
和
束
町
・
桧
谷
開
渡
さ
ん
）

〇
４
月
か
ら
和
束
町
の
職
員
に
な
る
の
で
、

和
束
町
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

（
和
束
町
・
岡
田
宜
也
さ
ん
）

〇
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
人
に
恩
返
し
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
和
束
町
・
田
中
鳳
真
さ
ん
）

〇
こ
れ
か
ら
は
親
孝
行
で
き
る
よ
う
に
、
頑

張
っ
て
仕
事
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

（
和
束
町
・
稲
本
那
奈
さ
ん
）

〇
自
分
が
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な

責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
き
た
い
。

（
和
束
町
・
大
谷
紘
平
さ
ん
）

〇
し
っ
か
り
勉
強
し
て
教
職
に
就
き
た
い
。

（
南
山
城
村
・
西
城
慧
一
さ
ん
）

〇
自
分
の
夢
を
目
指
し
て
、
一
日
一
日
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
南
山
城
村
・
辻
夏
生
さ
ん
）

〇
し
っ
か
り
と
し
た
職
に
就
い
て
、
彼
女
を

幸
せ
に
し
た
い
で
す
。

（
南
山
城
村
・
池
谷
健
太
さ
ん
）

〇
理
想
の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。

（
笠
置
町
・
中
西
舞
歩
さ
ん
）

〇
大
学
を
卒
業
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
保
育
士
に

な
り
た
い
。（

笠
置
町
・
中
尾
悠
里
さ
ん
）

〇
大
学
を
卒
業
し
て
、
笠
置
町
で
産
業
を
興

し
た
い
。

（
笠
置
町
・
植
澤
武
尊
さ
ん
）

〇
社
会
人
と
し
て
の
常
識
と
誇
り
を
胸
に
持

ち
、
ま
っ
と
う
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

（
笠
置
町
・
坂
本
圭
祐
さ
ん
）

＊新成人に今後の抱負をインタビュー＊
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アイデアキャンプ イン カサギ
　１月 16 日（土）と 17 日（日）、笠置町の空き家・空き店舗を
活用した拠点づくりと、JR 笠置駅及び周辺商店街の活性化につ
いて考えるワークショップ「アイデアキャンプ イン カサギ」が
笠置町中央公民館でおこなわれました。
　笠置町でお店を始めたい方や起業を考えている方、笠置駅舎
の再生に取組みたい方、またはそれらを支援したい方など、1 日
目は22名、2日目は20名の参加者が集まりました。参加者はチー
ムに分かれ、笠置町の現状と今後の方針について確認し、対象
物件周辺のフィールドワークをおこなって結果を共有し、笠置
町の将来を見据えて様々なアイデアを発表しました。
　今後はアイデアキャンプの意見をまとめ、その結果を踏まえ
たさらなる意見交換のワークショップ、町内外のみなさんへの
報告、具体的・視覚的な活用策の検討などを予定しています。

第１回子育て講座
「笑顔の戦士 ～生きているって幸せ～」

今年の茶生産に向けた研修揉み

　１月 15 日（金）、笠置小学校・笠置町家庭教育支援基盤形成事業
として、第１回子育て講座が笠置小学校で開かれました。
　元フリーアナウンサーの道志真弓さんを講師としてお招きし、笠
置小学校の児童とその保護者に向けて、分かり易い言葉で講演して
いただきました。
　「14 トリソミー」という世界でも 30 例あまりしか報告がないと
いう非常に稀な染色体異常をもって生まれ、８年８ヶ月で亡くなっ
た道志さんの娘 弓華ちゃんについて話されました。生まれてきたこ
とが奇跡ともいわれる重い障害を抱えながら一生懸命生きた弓華ちゃんとの生活にまつわる講演に、みな
さんは真剣に耳を傾けていました。なかには胸がいっぱいになって涙を浮かべる方もいました。
　虐待事件が連日ニュースに流れる昨今、生きていることについて改めて考える貴重な機会となりました。

　１月 20 日（水）、白栖茶研究会のみなさんが和束町製茶体験工場に集まり、今年の茶生産に向けて研修
揉みをおこないました。研修揉みに使用した茶葉は昨年 5 月に摘みとったものを冷凍保存したものです。
　会長の渡邊俊明さんは今回の研修の目的について「先輩農家から、手触りによる製茶感覚を学び、今年
の一番茶の品質をさらに高
いものにする」と力説され、
農閑期を迎えた今の時期に
農家さんたちが、実際にお
茶を揉み、それぞれの製茶
技術について情報を交換し
ました。よりよい茶生産に
向けて、みなさん真剣に取
り組まれていました。

笠置町

笠置町

和束町

まちの話題まちの話題

製茶過程でお茶の状態をチェックする研究会のみなさん
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　1 月１８日（月）、南山城小学校の 5 年生が、自分た
ちが育てて収穫した餅米を使って餅つきをしました。当
日は、田植えからお世話になっている地域の方や、小
小連携の一環として笠置小学校の児童とともに、力いっ
ぱい杵を振り下ろしました。
　児童たちはつきたてのお餅を醤油餅やきなこ餅にし
てほおばりながら、半年かけて育ててきたお米のおい
しさを満面の笑みで味わっていました。最後は農業委
員さんといっしょにおはぎも作り、たくさんのおみやげ
に大満足の様子でした。

　12 月 23 日（水・祝）に南山城小学校で、南山城
村総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会主催に
よる、「南山城村インドアホッケー大会」が開かれ
ました。
　村内２チーム、府内５チーム、府外 18 チーム参
加のもと盛大に開かれ、インドアホッケーを通じて、
レベルの高い戦いが繰り広げられました。各参加者
は、村の魅力にもふれ、また、村内からの参加チー
ムも、大健闘をおさめました。

実りに感謝　うれしい餅つき

第１回 南山城村インドアホッケー
大会が開かれました

和束町

南山城村

南山城村

まちの話題まちの話題

女子の部　南山城村チーム

～みんな楽しく！はつわらい～
和束保育園正月遊び
　1 月 12 日（火）、和束保育園のひまわり保育（異年齢保育）で、いろいろな正月遊びを楽しみました。
　福笑いや凧つくり、人間すごろくなどがありそれぞれ楽しんでいましたが、特に大型カルタ取りは、園
庭に円陣を組み大きなカル
タを走って取りに行くとい
うもので子ども達もカルタ
を取ったり応援したり、大
興奮していました。
　天気にも恵まれ、子ども
達はお正月らしい雰囲気を
味わっていたようです。
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白銀のゲレンデで初滑り
　１月 23 日（土）、スポーツ推進委員会主催による『連
合スキー教室』が、福井県勝山市のスキージャム勝山
でおこなわれ、３町村から 42 人が参加しました。
　今季は暖冬の影響で多くのスキー場が雪不足に悩ま
されていましたが、１月中旬からの寒波の影響で雪が
降り積もり、当日は真っ白な景色がゲレンデを覆いつ
くしていました。初心者向けの教室に参加した小学生
たちは、最初は慣れないスキー板に苦戦していました
が、教室が終わる頃には緩やかな斜面を何度も何度も
楽しんで滑っていました。
　３町村ではなかなか積雪が見られなくなったことも
あり、参加者たちは久しぶりの雪遊びを満喫していま
した。

　笠置町では１月 10 日（日）、西部ふれあい広場でとんどまつり
がおこなわれました。２日前から地域のみなさんが協力して組み
上げた大きな左義長に子どもたちが点火し、それぞれ持ち寄った
しめ縄飾りや習字などを燃やして一年の無病息災を願いました。
火は勢いよく燃え、竹が破裂する大きな音が響きました。
　和束町では１月 16 日（土）、和束町児童公園でとんど焼きがお
こなわれました。児童が書いたポスターを区内の掲示板に貼り、
それを見て住民のみなさんからたくさんのしめ縄やお正月の飾り
を集めました。高く組んだ木材を３本の青竹で覆い、その中にし
め縄や飾りを入れて児童達が周りを書き初めで飾りました。６年
生の女子が点火し火は一気に燃え上がりました。
　それぞれの町ではとんど焼きの火で焼いた餅を入れたぜんざい
が振舞われ、集まった幼児や保護者、児童ら住民のみなさんで一
年の無病息災をお祈りしました。

とんど焼き

第65回“社会を明るくする運動”
京都府作文コンテスト入賞
　第 65 回“社会を明るくする運動”京都府推進委員会主催の作
文コンテストに、京都府内の小学校から 6,215 点、中学校から
5,549 点の応募があり、審査の結果、中学生の部において、和束
中学校 3 年生 池田紀恵さん（和束町）の作文「助け合い、そし
て支え合い」が京都府推進委員会委員長賞（京都府知事賞）に、笠
置中学校 2 年生 森本亜也子さん（南山城村）の作文「言葉の意味」
が京都府教育委員会教育長賞に入賞されました。
　“社会を明るくする運動”は、犯罪や非行のない明るい社会を築
こうとする全国的な運動で、作文コンテストは、その一環として、
次代を担う小・中学生に日常の家庭生活や学校生活の中で体験し
たことをもとに、犯罪や非行等に関して感じたことを作文に書い
てもらうことで、本運動に対する理解を深めてもらうことを目的
に全国的におこなわれているものです。

和束町・南山城村

笠置町・和束町

連　合

まちの話題まちの話題

笠置町 西部ふれあい広場のとんどまつり

和束町児童公園のとんど焼き

池田紀恵さん（写真中央）

森本亜也子さん（左から３人目）
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行　政行　政
　

１
月
１
日
付
で
笠
置
町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
再
任
さ

れ
る
寺
阪
良
子
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を
笠

置
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
笠
置
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
山
本
幸
男
さ
ん
、
小
林
良
光
さ
ん
を
含
め
３
人
の
み

な
さ
ん
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
大
切
さ
を
広
め
る
と
と
も
に
、

人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
月
の

人
権
相
談
、
人
権
の
花
の
配
布
事
業
な
ど
様
々
な
啓
発
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

笠
置
町
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状

伝
達
式

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
投
票
所
に
出
向

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
郵
便
等
を
利
用
し
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
選
挙
人
で
、

次
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
方
、
又
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
が
「
要
介

護
５
」
の
方
に
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

た
い
方
は
、
先
に
『
郵
便

等
投
票
証
明
書
』
の
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず

は
笠
置
町
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
」
と
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
・
投

票
用
封
筒
を
請
求
し
、
交

付
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
、

自
宅
等
現
存
す
る
場
所
で

記
入
し
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
郵
便
等
に
よ
り
送
付

す
る
制
度
で
す
。

問
合
せ	

笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
笠
置
町
総
務
財
政
課
内
）

	

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
南
山
城
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

を
、
３
月
22
日
（
火
）
告
示
、
３
月
27
日
（
日
）
投
開
票

の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

立
候
補
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
き
ま
す
の

で
、
立
候
補
予
定
者
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
方
が
、
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、出
席
者
は
１
候
補
者
に
つ
き
２
人
ま
で
と
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
16
日
（
火
）　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
南
山
城
村 

総
務
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

笠
置
町
長
選
挙
に
伴
う
郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

南
山
城
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

２
月
17
日
（
水
）
午
前
０
時
（
16
日
深
夜
）
か
ら
午
前

７
時
に
か
け
て
、
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

作
業
中
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用

い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、
南
山
城
村
総
務
課 

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

南
山
城
村
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
お
知
ら
せ

委嘱状を受け取る寺阪良子さん（左）

身
障
手
帳

障　　害　　名
障害の程度

１級 ２級 ３級
両下肢・体幹・移動機能の障害 ○ ○ ×

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 ○ × ○
免疫・肝臓の障害 ○ ○ ○
上肢・視覚の障害 ○ × ×

介護保険の被保険者証
要介護状態区分 要介護５
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保健・福祉保健・福祉

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
・
学
生

納
付
特
例
申
請
を
ご
活
用
下
さ
い

申
請
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料

の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
で
す
。
ご
本

人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
に
な
っ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25
年
間
）
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
保
険
料
免
除
は
保
険

料
を
納
め
た
時
に
比
べ
て
２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
免

除
期
間
は
３
分
の
１
）
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の
所
得
の

多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

　

・
退
職（
失
業
）し
た
方
が
申
請
を
行
う
と
き
は
、退
職（
失
業
）

　
　

し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

　

※
雇
用
保
険
受
給
者
証
、雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

　
　

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ　

京
都
南
年
金
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７

　
　
　
　

笠
置
町　

税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

　
　
　
　

和
束
町　

税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

　
　
　
　

南
山
城
村　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
11
「
近
視
・
遠
視
・
老
視
（
老
眼
）
と
メ
ガ
ネ
」

　

目
か
ら
入
っ
て
き
た
光
は

角
膜
・
水
晶
体
を
屈
折
し
て

網
膜
で
ピ
ン
ト
が
合
い
ま
す
。

近
視
は
眼
軸
の
長
さ
が
長
す

ぎ
る
為
、
遠
視
は
短
す
ぎ
る

為
、
網
膜
に
ピ
ン
ト
が
合
わ

ず
物
が
ぼ
や
け
て
見
え
ま
す
。

学
校
近
視
は
遠
く
が
見
え
に

く
い
だ
け
の
単
純
近
視
で
環

境
因
子
に
加
え
遺
伝
的
因
子

の
関
与
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
黒
板
や
遠
く
が
見
え
に

く
く
な
れ
ば
、
必
要
に
応
じ

て
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
下
さ
い
。

メ
ガ
ネ
を
か
け
た
か
ら
、
又

か
け
た
り
外
し
た
り
し
て
も

近
視
が
す
す
む
よ
う
な
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
く
が
よ
く
見
え
る
の
が

遠
視
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠

視
は
遠
く
も
近
く
も
調
節（
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
力
）
し
な

い
と
物
が
は
っ
き
り
見
え
ま

せ
ん
。
子
供
は
調
節
力
が
強

い
の
で
、
学
校
の
視
力
検
査

で
は
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
強
い
遠
視

の
子
供
で
は
飽
き
っ
ぽ
い
・

落
ち
着
き
が
な
い
等　

成
人

で
は
疲
れ
や
す
い
・
頭
痛
・

肩
こ
り
等
の
症
状
が
起
こ
り

ま
す
。
基
本
は
メ
ガ
ネ
を
か

け
ま
す
。

　

40
歳
前
後
か
ら
誰
に
で
も

始
ま
る
目
の
老
化
が
老
視（
老

眼
）
で
す
。
水
晶
体
の
調
節

が
低
下
し
、
近
い
と
こ
ろ
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
メ

ガ
ネ
を
か
け
ず
無
理
を
し
て

い
る
と
全
体
が
ボ
ー
と
霞
む

等
目
の
疲
れ
・
頭
痛
・
肩
こ

り
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま

た
近
視
の
人
は
老
視
（
老
眼
）

に
な
り
に
く
い
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
と
も
と
近
く
が

よ
く
見
え
る
の
で
、
そ
の
分

調
節
を
必
要
と
し
な
い
の
で

気
が
つ
き
に
く
い
だ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

小
沢
医
院

　

小
澤　

寿
美
子

⃝相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前 8 時 30 分～
午後 0 時 30 分

診療時間 午前 9 時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問い合わせください。

３月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
　3 月 ６ 日（日） 内科・小児科

　3 月 13 日（日） 内科・小児科

　3 月 20 日（日） 内科

　3 月 21 日（月・祝） 内科

　3 月 27 日（日） 内科・小児科

※２月分については広報れんけい１月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）　　　　☎ 0774-73-9988（直通）

8



安心・安全安心・安全
　

１
月
10
日
（
日
）、
３
町
村
各
地
で
平
成
28
年
出
初
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

各
町
村
の
団
長
を
筆
頭
に
、
消
防
団
員
が
身
を
引
き
締
め
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
、
ま
た
自
然
災
害
等

へ
の
備
え
の
も
と
、
消
防
団
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防
使

命
の
志
を
新
た
に
平
成
28
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
３
町
村
の
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

出
　
初
　
式

平
成
28
年　

南
山
城
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
功
章　

第
２
分
団
長　
　
　
　

南　
　
　

和　

昇

精
績
章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

清　

水　

昌　

典

精
勤
章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

山　

本　

寿　

文　

精
勤
章　

第
２
分
団
副
分
団
長　

大
久
保　

卓　

司　

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
章
】

　
　

第
１
分
団
第
５
部　

部
長　

山　

本　
　
　

剛

　
　

第
１
分
団
第
７
部　

部
長　

柚　

木　

健　

一

　
　

第
２
分
団
第
２
部　

部
長　

川　

端　

寿　

樹

【
村
長
章
】

　
　

第
１
分
団
第
４
部　

班
長　

岡　

本　

康　

昌

　
　

第
２
分
団
第
２
部　

班
長　

中　

川　

喜　

博

　
　

第
２
分
団
第
３
部　

班
長　

井　

尾　

謙　

太　

　
　

第
２
分
団
第
３
部　

班
長　

頭　

鬼　

信　

二

　
　

第
２
分
団
第
４
部　

班
長　

井
久
保　

一　

樹　

　
　

第
１
分
団
第
１
部　

団
員　

森　

地　

久　

仁

　
　

第
１
分
団
第
５
部　

団
員　

奥　

田　

大　

志

　
　

第
２
分
団
第
１
部　

団
員　

吉　

岡　

大
治
朗

【
団
長
章
】

　
　

第
１
分
団
第
３
部　

班
長　

増　

田　

永　

俊

　
　

第
１
分
団
第
５
部　

団
員　

山　

川　
　
　

淳

　
　

第
１
分
団
第
５
部　

団
員　

矢　

村　

貴　

哲

　
　

第
２
分
団
第
１
部　

団
員　

辻　

本　
　
　

豊

　
　

第
２
分
団
第
１
部　

団
員　

長
谷
川　

龍　

志

　
　

第
２
分
団
第
３
部　

団
員　

乾　
　
　
　
　

徹

【
団
精
勤
章
】

　
　

第
２
分
団
第
１
部　

団
員　

西　

城　

洋　

平

　
　

第
２
分
団
第
１
部　

団
員　

石　

上　

稔　

輝

　
　

第
２
分
団
第
２
部　

団
員　

里　
　
　

路　

敏

　
　

第
２
分
団
第
２
部　

団
員　

稲　

田　
　
　

翔

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
28
年　

和
束
町
消
防
団
初
出
式
表
彰
者

【
退
職
消
防
団
長
等
感
謝
状
】

　
　

湯
船
分
団　
　
　
　
　

元
分
団
長　

小　

西　

博　

之

　
　

東
分
団　
　
　
　
　
　

元
分
団
長　

中　

井　

智　

一

　
　

西
分
団　
　
　
　
　
　

元
分
団
長　

金　

本　
　
　

寛

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

精
績
章　

湯
船
分
団　
　
　

分
団
長　

中　

西　

拓　

二

　

精
勤
章　

東
分
団　
　
　
　

分
団
長　

竹　

内　

秀　

年

　

精
勤
章　

湯
船
分
団
第
３
部　

部
長　

柚　

木　

秀　

太

　

精
勤
章　

東
分
団
第
４
部　
　

部
長　

矢　

野　
　
　

馨

　

精
勤
章　

中
分
団
第
２
部　
　

部
長　

藤　

岡　

大　

泰

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
章
】

　
　

東
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

部
長　

北　
　
　

一　

行

　
　

中
分
団
第
３
部　
　
　
　
　

部
長　

岡　

田　

広　

伸

　
　

中
分
団
第
５
部　
　
　
　
　

部
長　

畑　
　
　

新　

悟

　
　

西
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

部
長　

伊　

吹　

聡　

之

　
　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

部
長　

竹　

谷　

昌　

浩

　
　

西
分
団
第
３
部　
　
　
　
　

部
長　

小　

森　

厚　

史

【
町
長
章
】

　
　

湯
船
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

柚　

木　

昌　

也

　
　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

班
長　

久　

保　

雅　

一

　
　

中
分
団
第
５
部　
　
　
　
　

団
員　

村　

田　

祐　

二

　
　

西
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

班
長　

馬　

場　

善　

宏

【
団
長
章
】

　
　

湯
船
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

久　

保　

拳　

人

　
　

湯
船
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

鵜　

飼　
　
　

駿

　
　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

部
長　

中　

尾　

貴　

信

　
　

東
分
団
第
３
部　
　
　
　
　

団
員　

今　

村　

圭　

吾

　
　

中
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

団
員　

塚　

本　

正　

人

　
　

中
分
団
第
５
部　
　
　
　
　

班
長　

向　

井　

義　

紀

　
　

西
分
団
第
１
部　
　
　
　
　

団
員　

西　

山　

生　

光

　
　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　
　

団
員　

桂　
　
　

慎　

弥

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
28
年　

笠
置
町
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

【
笠
置
町
消
防
団
永
年
勤
続
功
労
表
彰
】

　
　

副
本
部
長　
　
　
　
　
　
　

植　

田　

将　

行

　
　

本
団
付
班
長　
　
　
　
　
　

滝　

口　

昌　

宏

　
　

第
２
部　
　
　
　
　

部
長　

木　

村　
　
　

明　

　
　

第
１
部　
　
　
　
　

班
長　

木　

村　

宣　

明

　
　

第
１
部　
　
　
　
　

団
員　

岩　

田　

茂　

樹

　
　

第
１
部　
　
　
　
　

団
員　

松　

本　

敏　

明

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

　
　

勤
功
章　
　
　

副
本
部
長　

中　

井　

仁　

司

　
　

精
績
章　

第
４
部　

部
長　

鈴　

木　

慶　

一 

　
　

精
勤
章　

第
２
部　

部
長　

木　

村　
　
　

明　

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰
】

　
　

本
団
付
班
長　
　
　
　
　
　

滝　

口　

昌　

宏

【
町
長
表
彰
】

　
　

自
動
車
部　
　
　
　

団
員　

矢　

野　

邦　

彦

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

9



観光・イべント観光・イべント

　南山城村田山にある旧田山小学校では、人が集い絆を深め、魅力
ある地域づくりをおこなっています。母校を大切にする地元卒業生や
地域の住民が、イルミネーションによって小学校周辺を輝かせます。

開催期間　　　　２月７日（日）～２月 13 日（土）
点灯時間　　　　午後７時～９時（最終日 13 日は午後６時～９時）
場　　所　　　　南山城村大字田山小字中シヨジ
　　　　　　　　田山生涯学習センター（旧田山小学校）
入　場　料　　　　無料
点　灯　式　　　　２月７日（日）午後７時
イベント開催日　２月 13 日（土）午後６時～９時　　イベント内容　ステージイベント、模擬店等
主　　催　　　　MYイルミネーション実行委員会　　後　援　南山城村、南山城村商工会、田山区
問　合　せ　　　　実行委員会事務局　☎ 0743-94-0624（杉井）

2016．冬の祭典 inTAYAMA
～「JAPAN・・・」ふるさとの輝きに集う

2015 年の様子

日　時　2 月 20 日（土）　午前 11 時～午後 2 時
会　場　ふれあい工房　てらす和豆香
内　容　✾「飲む」お茶から「食べるお茶」への 10 年を振返って。
　　　　✾ お茶を使った特産品を楽しむ会
　　　　✾ 講演　テーマ「まちづくりと観光」
　　　　　　　　講師　NPO 法人 子育ては親育
　　　　　　　　　　　て・みのりのもり劇場
　　　　　　　　　　　代表　伊豆田　千加　さん
参加費　無料（先着 30 名様）
申込み　和束茶カフェ　☎ 0774–78–4180

　木津川市と相楽郡に在住する小中学
生の代表者が、日常の中で感じたこと
や考えていることなどを堂々と発表し
ます。ぜひ、ご来場ください。

日　時　２月 21 日（日）
　　　　午後１時 30 分～
場　所　加茂文化センター
発表者　木津川市・相楽郡に在住
　　　　する小中学生の代表者
入場料　無料

みなさまのご参加をお待ちしています

主　催　恋茶グループ　　共　催　和束茶カフェ運営協議会　　
協　賛　和束町商工会

恋茶グループ 10 周年記念の集いを開催します 第23回

相楽「少年の主張」大会

10 周 年 を
迎えました

お茶の特産品に奮闘中の
恋茶グループ

日　時　３月６日（日）　
　　　　プレイベント　正午～ / 開演　午後１時 30 分～
場　所　南山城村文化会館（やまなみホール）
主　　催　京都府文化遺産活用事業推進実行委員会

　相楽東部広域連合ふるさと歴史講座 ・平成 27 年度文化遺産を活かした地域活性化事業

入場料無料・事前申込不要

田山花踊 ～花おどりにかけた人々の想い～
映像鑑賞とトークの会

〇プレイベント　
　◇かんこ踊り映像上映会
〇映像鑑賞とトークの会
　◇花踊り映像上映
　◇有識者、保存会等によるトークの会

　南山城村田山地区に伝わる“田山花踊り”。京都府無形民族文化財に指定されているこの花踊りは、
保存会を中心とした地域住民の尽力によって、今日まで守り伝えられてきました。この会では、田山
花踊りの歴史をさぐるとともに、現代まで踊りを伝えてきた人々の活動や創意工夫に注目します。

詳しくは、各戸配布しましたチラシをご覧ください。
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　☎ 0774 － 78 － 4335

�



おしらせおしらせ
大
人
も
Ｗａ
ｋｕ
Ｗｏｒ
ｋ
体
験
事
業

『
マ
マ
ブ
ラ
ン
ド
の

通
園
・
通
学
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
』

実
施
日　

２
月
28
日
（
日
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

畑
紀
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
講
習
料
）
材
料
は
各
自
持
参

定　

員　

先
着
８
人

申
込
受
付　

２
月
８
日（
月
）
～
19
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
学
講
座
管
外
研
修

『
み
な
と
神
戸 

ベ
イ
エ
リ
ア
か
ら
北
野
へ
』

実
施
日　

３
月
17
日
（
木
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

行
き
先　

神
戸
方
面

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

①
神
戸
布
引
ハ
ー
ブ
園
散
策

　
　
　
　

②
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　

③
“
北
野
工
房
の
ま
ち
”で
牛
革
コ
イ

　
　
　
　
　

ン
ケ
ー
ス
作
り

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

５
６
６
６
円

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

２
月
22
日（
月
）
～
26
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　
　
　
　

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

連
合
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
業

『
第
３
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』

実
施
日　

２
月
27
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

和
束
小
学
校　

体
育
館

種　

目　

マ
イ
パ
ッ
ク

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
者

　
　
　
　

※
但
し
小
学
３
年
生
以
下
は
要
保
護
者

　
　
　
　
　

同
伴

申
込
受
付　

２
月
５
日（
金
）
～
19
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

こ
の
交
流
会
は「
和
束
あ
そ
び
塾
」と
の

　
　
　
　

共
催
で
す
。

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

２
月
１
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

２
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講
　
座

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

２
月
13
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
18
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

「
守
り
育
て
よ
う
み
ん
な
の
文
化
財
」

内　

容　

平
成
26
年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た

　
　
　
　

京
都
府
の
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
で

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
20
日（
土
）～
３
月
21
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
は
じ
め
て
の
糸
紡
ぎ・機
織
り
教
室
」

内　

容　

糸
車
で
の
糸
紡
ぎ
と
簡
単
な
機
織
り

　
　
　
　

の
体
験

日　

時　

２
月
20
日（
土
）

神戸の街を見下ろす坂の上にある、古びた洋風の一軒家「南洋裁店」。
昔ながらの職人スタイルを貫く店主・南市江の仕立てた洋服に魅せられた、デパートの職員・
藤井からブランド化の話を持ちかけられるが ･･･。

３月 13 日（日）　
会　場　　やまなみホール
時　間　　①午前 10 時～　②午後 2 時～（※いずれの回も 30 分前開場）
入場料　　前売り 1,000 円 （当日　1,300 円）
問合せ　　南山城村文化会館　やまなみホール　　　　☎ 0743-93-0560 / FAX 0743-93-0596

繕
つ く ろ

 い 裁
た

 つ 人
ひ と

お
し
ら
せ

催
　
し

映 画
上映会

©2015　池辺葵／講談社・「繕い裁つ人」制作委員会
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健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り

に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い

が
・
・
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く

な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時

２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

おしらせおしらせ
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

相
楽
木
綿
伝
承
館（
け
い
は
ん
な
記
念

　
　
　
　

公
園
内
）

講　

師　

相
楽
木
綿
の
会

定　

員　

12
名
先
着
順　

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
水
景
園
入
館
料
が
必
要

　
　
　
　
（
一
般　

２
０
０
円
）

申
込
期
限　

２
月
13
日（
土
）ま
で（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　

第
締
切
）

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
初
歩
か
ら
の
古
文
書
手
習
い
教
室
」

内　

容　

初
め
て
古
文
書
を
読
も
う
と
す
る
方

　
　
　
　

を
対
象
と
し
た
講
座

日　

時　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

講　

師　

当
館
資
料
課 

田
中　

淳
一
郎 

課
長

定　

員　

30
名
先
着
順　

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要

申
込
期
限　

２
月
27
日（
土
）ま
で（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　

第
締
切
）

平
成
27
年
度
企
画
展
「
暮
ら
し
の

道
具
い
ま
む
か
し
」

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
主
に
明
治
時
代
か
ら

昭
和
40
年
ご
ろ
に
か
け
て
家
庭
で
使
わ
れ
て
い

た
生
活
道
具
を
紹
介
し
ま
す
。
い
ま（
現
在
）と

む
か
し（
明
治
時
代
か
ら
昭
和
40
年
ご
ろ
）の
道

具
を
調
べ
て
い
く
と
、
そ
の
道
具
の
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
暮
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
に
つ
い

て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
19
日（
土
）～
３
月
21
日（
月
・
振

　
　
　
　

替
休
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日　

月
曜
日（
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の

　
　
　
　

場
合
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
）

入
館
料　

一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

５
０
円

　
　
　
　

団
体
割
引
（
有
料
入
館
者
20
名
以
上
）

　
　
　
　

一　

般　

１
５
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

４
０
円

次
の
場
合
は
入
館
無
料

　

満
65
歳
以
上
の
方
・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
と
そ
の
介
護
者
・
小
中
学
校
の
学
校
教
育

活
動
の
場
合

　
「
き
ょ
う
と
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
利

用
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
山
城

　
　
　
　
（
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

子
ど
も
の
貧
困
と
は
・
・
・
・

　

～
貧
困
の
な
か
で
お
と
な
に
な
る
～

　

第
７
回
「
青
空
」
教
育
講
演
会
と
み
ん
な
の

し
ゃ
べ
り
場

　

今
の
日
本
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
貧

困
」「
格
差
」
の
問
題
。
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

現
場
記
者
の
立
場
か
ら
、
す
る
ど
い
切
り
口

で
「
貧
困
」「
格
差
」の
問
題
を
論
じ
て
き
た
中
塚

さ
ん
。
そ
の
お
話
を
聞
く
中
で
、
子
ど
も
社
会

の
『
今
』
を
共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
た「
青
空
」主
催
の「
教
育
講
演
会

と
み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場
」で
す
。
皆
さ
ん
、ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講　

師　

中
塚
久
美
子
氏

　
　
　
　
（
朝
日
新
聞
文
化
部
記
者
）

日　

時　

２
月
20
日
（
土
）　

午
後
６
時
開
場

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
始

場　

所　

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館
「
い
ず
み

　
　
　
　

ホ
ー
ル
」（
入
場
無
料
）

問
合
せ　

　

☎
０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９
（
佐
々
木
）

主　

催　

京
都
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援
の

　
　
　
　

会
「
青
空
」

後　

援　

木
津
川
市
・
京
田
辺
市
・
精
華
町
・

　
　
　
　

和
束
町
・
笠
置
町
・
井
手
町
・
宇
治

　
　
　
　

田
原
町
・
南
山
城
村

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
16
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

２
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

２
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
行
政
・
困
り
事
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

２
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

２
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年 12 月受付）
　氏　名：匿名希望　　　　　　　住　所：京都府京田辺市　　　　その他目的達成のために資する事業：25,000 円
　氏　名：井ノ倉　真里子　　　　住　所：京都府木津川市　　　　歴史・文化・自然を活用した観光の町づくり事業：10,000 円
　氏　名：伊左治　友子　　　　　住　所：奈良県奈良市　　　　　子どもを育む町づくり事業：400,000 円、健康長寿の町づくり事業：500,000 円
　お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

２
月

実
施
日

26
日
（
金
）

24
日
（
水
）

17
日
（
水
）

９
日
（
火
）

笠
置
会
館

産
業
振
興
会
館

東
部
集
会
所

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

２
月

実
施
日

26
日
（
金
）

19
日
（
金
）

17
日
（
水
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場　

所

相
　
談

�



　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無　

料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
９
日

　
　
　
　
（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・
登

録
手
続
き
の
支
援
、
就
職
先
の
相
談
、
就
職
活

動
の
支
援
、
就
職
後
の
定
着
の
支
援
、
就
労
系

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
等
、
ど
の
よ
う

な
ご
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。

日　

時

２
月
９
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10

       　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無　

料

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人 

京
都
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

協
会
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

　

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受

　
　

け
し
て
お
り
ま
す
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

（
面
談
に
よ
る
相
談
で
予
約
は
不
要
で
す
）

内　

容

　

不
動
産
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
等
に
つ
い
て

　

会
社
設
立
・
増
資
・
役
員
変
更
等
に
つ
い
て

　

自
己
破
産
・
多
重
債
務
・
悪
質
商
法
等
に
つ

　

い
て

　

成
年
後
見
等
に
つ
い
て
・
簡
易
裁
判
所
で
の

　

訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て

日　

時　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
ア
ス
ピ
ア

　
　
　
　

や
ま
し
ろ
）
研
修
室
・
視
聴
覚
室

　
　
　
　

木
津
川
市
山
城
町
平
尾
前
田
24
番
地

主　

催　

京
都
司
法
書
士
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
95
・
４
１
１
０

【
し
尿
く
み
取
り
券
】
旧
券
の
返

金
手
続
に
つ
い
て

　

し
尿
く
み
と
り
券
の
旧
券
（
１
１
０
円
券
等
）

の
返
金
手
続
を
各
町
村
役
場
で
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。
返
金
は
振
込
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

持
ち
物　

旧
券
・
通
帳
・
印
鑑

問
合
せ　

笠
置
町 

税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
９
５
・
２
３
０
１（
代
）

　
　
　
　

和
束
町 

農
村
振
興
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
７
８
・
３
０
０
１（
代
）

　
　
　
　

南
山
城
村 

産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
９
３
・
０
１
０
５（
直
通
）

　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
７
２
・
０
４
２
１

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
記
事
項
証
明
書
を
ご

申
請
い
た
だ
く
と
、
１
通
５
０
０
円
で
希
望
地

へ
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

おしらせおしらせ

ご
請
求
い
た
だ
き
、
窓
口
で
受
け
取
ら
れ
る
場

合
は
１
通
４
８
０
円
で
す
。

　

い
ず
れ
も
窓
口
請
求
よ
り
お
得
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
手
数
料
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

　

キ
ン
グ
な
ど
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

○
郵
送
料
は
法
務
局
が
負
担
し
ま
す

　
（
速
達
、
書
留
の
場
合
は
利
用
者
負
担
）。

○
利
用
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

９
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
」（http://

w
w

w
.touki-kyoutaku-net.m

oj.go.jp)

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
地
方
法
務
局
木
津
出
張
所

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
６
５

京
都
府
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

（
京
都
労
働
局
）

京
都
府
最
低
賃
金
を
18
円
引
き
上
げ

京
都
府
内
の
使
用
者
は
、
こ
の
金
額
よ
り
低
い

金
額
で
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む
）
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
合
せ　

京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
４
１
・
３
２
１
５

第38回南山城村茶業者大会
　広く南山城村の「お茶」を紹介し、消費拡大を啓発。茶
業振興を図ることを目的として開催します。

日　　時　2 月 25 日（木）午後 1 時～
場　　所　南山城村文化会館「やまなみホール」
大会内容　（１）褒章授与及び感謝状贈呈式
　　　　　（２）講演
　　　　　（３）茶香服大会　　　　　　　など

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年 12 月受付）
　氏　名：匿名希望　　　住　所：大阪市淀川区　　寄附金：5,000 円　　　氏　名：匿名希望　　　住　所：精華町　　寄附金：30,000 円
　氏　名：藤井　重樹　　住　所：東京都文京区　　寄附金：200,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

そ
の
他

昨年の様子（第 37 回大会）

時
間
額

京
都
府　

最
低
賃
金

京
都
府
下
の

事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の

労
働
者
及
び

そ
の
使
用
者

適
用
対
象

７
８
９
円

10
月
６
日

ま
で（
Ｈ
27
）

８
０
７
円

10
月
７
日

か
ら（
Ｈ
27
）

最
低
賃
金
に
は
次
の
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

　

①
精
・
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
，
家
族
手
当

　

②
時
間
外
・
休
日
及
び
深
夜
手
当

　

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

　

④
１
か
月
を
越
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

除
外
賃
金

�
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　大会当日は大規模な渋滞が予想されます。
緊急車輌・路線バスの運行確保に向け、交通渋滞の
発生を防ぐため、自動車の使用をお控えください。
　※自転車、歩行者のコース横断も制限されます。路線バスの経路変更等にもご注意ください。
　問合せ　京都市市民スポーツ振興室
　　　　　☎ 075-366-0314　FAX 075-213-3367

大会当日はノーマイカーデーにご協力お願いします

午前 8 時　車いす競技スタート
午前 9 時　マラソン
　　　　　ペア駅伝スタート
午後３時　終了　

２．受付及び問い合わせ先
　（1）自衛隊京都地方協力本部
 　　　京都市中京区西ノ京笠殿町 38	
　　　☎ ０７５－８０３－０８２０
 　URL：http://www. mod.go.jp/pco/kyoto/
 　Email：recruit1-kyoto ＠ pco.mod.go.jp

　　　
　（2）宇治地域事務所
　　　宇治市広野町西裏 71-5　S.C　OKUBO　202号室
　　　☎ ０７７４－４４－７１３９

　（3） ア　笠置町役場総務財政課
 　　　　　相楽郡笠置町西通 90 － 1
 　　　　　☎０７４３－９５－２３０１（代）
　　　イ　和束町役場総務課
 　　　　　相楽郡和束町釜塚生水 14 －２
 　　　　　☎０７７４－７８－３００１（代）
　　　ウ　南山城村役場総務課
 　　　　　相楽郡南山城村大字北大河原小字久保 14 －１
 　　　　　☎０７４3 －９３－０１０２（直通）
　（4）その他
　　　自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっ
　　　ています。

自衛隊京都 検索

平 成 28 年 度 自 衛 隊 員 募 集 案 内

　
「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
を
全

国
統
一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

７
日
（
月
）
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
季
火

災
予
防
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
の
死
傷
事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
こ
の
火
災
予
防
運
動
を
機
会
に

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
今
一
度
、
下
記
の
「
住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
火
災
予
防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

　

１　

寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る
。

　

２　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　
　
　

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

　
　
　

で
使
用
す
る
。

　

３　

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

　
　
　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

　
　
　

火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

１　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
。

２　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

３　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

４　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９

　

http://w
w

w
.sourakuchubu119-kyoto.jp/

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

１．募集種目及び試験期日等
募集種目 受付期間 試験期日 資格

予備　　
自衛官補

一　般
第 1 回
　1 月8日（金）～ 4 月8日（金）
第 2 回
　7 月1日（金）～ 9 月16 日（金）
※第１回で採用予定数に達した場合、第２回は
　実施しない場合があります。

第１回
　4 月15日（金）～19 日（火）
第２回
　9 月30日（金）～10月3日（月）
　※いずれか 1 日を指定します。

18歳以上34歳未満の者

技　能 18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格によ
り53歳未満～55歳未満の者）

幹部　　
候補生　

一　般
（大卒程度）

3 月1 日（火）～５月６日（金）

1 次：5 月14日（土）・15日（日）
　　　（15日は飛行要員のみ）
2 次：6 月14 日（火）～17日（金）

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、修士課
程修了者等（見込含）は28歳未満）
自衛官は28歳未満

一　般
（院卒者）

修士課程修了者等（見込含）で20歳以上28歳未満
の者

歯　科
・

薬剤科
1 次：5 月14 日（土）
2 次：6 月14 日（火）～17 日（金）

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未満の者（薬
剤は20歳以上26歳未満の者（薬学修士学位取得
者は28歳未満））

�



★ Pick UP ★
　「ひとりではじめた
　アフリカボランティア」

　渋谷 109 の元ギャル
店員が世界を旅し、アフ
リカで NPO を立ち上げ
た！アフリカで目をそむ
けたくなるような現実に直面し、女性や
子どもを支援する協会「アシャンテママ」
をたったひとりで設立した著者の奮闘記。

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Q
自
宅
療
養
中
だ
っ
た
の
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
か
仕
事
が

で
き
な
い
か
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
「
こ
の
情
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
れ
ば
、
為
替
の
変
動
が
予
測
で

き
て
高
収
入
が
得
ら
れ
る
。
月

50
万
円
以
上
稼
ぐ
人
が
続
々
・
・
」

と
い
う
広
告
を
見
つ
け
て
契
約
。

20
万
円
を
銀
行
振
り
込
み
し
た

も
の
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
情

報
は
意
味
が
分
か
ら
ず
役
に
立

た
な
い
。
申
し
込
み
時
電
話
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た

の
で
担
当
者
に
電
話
し
た
が
そ

ん
な
こ
と
を
言
っ
た
覚
え
は
な

い
、
と
言
わ
れ
た
。
騙
さ
れ
た

気
が
す
る
。
返
金
し
て
欲
し
い
。

（
40
歳
代　

男
性
）

A
相
談
内
容
か
ら
バ
イ
ナ
リ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
の
情
報
商
材
の

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
取

引
と
は
為
替
相
場
の
変
動
を
予
測

し
て
投
資
す
る
取
引
で
す
。
予
測

が
当
た
れ
ば
一
定
額
の
金
銭
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
外
れ

れ
ば
投
資
し
た
金
額
が
全
て
損
失

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
為
替

は
様
々
な
条
件
で
変
動
す
る
た
め

確
実
に
予
測
で
き
る
も
の
で
は
な

く
非
常
に
リ
ス
ク
の
高
い
取
引
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
に

は
、
情
報
を
得
て
簡
単
に
高
収
入

を
得
た
、
と
言
う
人
の
経
験
談
が

数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
い

ず
れ
も
信
用
性
に
欠
け
る
も
の
で

す
。
相
談
の
件
は
幸
運
に
も
事
業

者
と
連
絡
が
取
れ
た
た
め
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
契
約
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
斡
旋
し
た
と
こ
ろ
幸
い
契
約

直
後
だ
っ
た
の
で
全
額
返
金
さ
れ

ま
し
た
が
、
事
業
者
が
国
内
に
い

る
と
は
限
ら
ず
、
連
絡
が
取
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
返
金
を
求
め
る
こ
と

す
ら
難
し
く
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

か
ら
誘
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

「
簡
単
に
儲
か
る
」ネ
ッ
ト
広
告
に
ご
注
意
!!

図書室図書室 消費者生活消費者生活

☆おはなし会のご案内
　　日　時　２月 27 日（土）午後 2 時～
　　場　所　南山城村図書室

和束町体験交流センター図書室より 南山城村図書室より
☆『おはなしを絵にしよう』作品展示のご案内
　　☆２月上旬～下旬
　　　和束町体験交流センター ホール
　　☆２月下旬～３月中旬　
　　　和束町役場住民ホール

☆『おはなしのじかん』のご案内
　　日　時　２月 28 日（日） 午前 10 時 30 分～
　　場　所　和束町体験交流センター図書室

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743-93-0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
土佐堀川　広岡浅子の生涯 古川　智映子
世界の新常識 池上　彰
掟上今日子の挑戦状 西尾　維新

児童書

ひみつのきもちぎんこう ふじもと　みさと
渋谷ギャル店員　ひとりではじめたアフリ
カボランティア 栗山　さやか

白うさぎと天の音 かんの　ゆうこ

和　束　町

一般書
怒鳴り癖 藤田　宣永
人魚の眠る家 東野　圭吾
永い言い訳 西川　美和

児童書

どうぶつがっこう トビイルツ
なぞなぞでおやしきたんけん 石津　ちひろ

ミラクルハッピー超アタル！心理テスト ミラクル心理研
究会 / 編

南山城村

一般書
下町ロケット ２　ガウディ計画 池井戸　潤
サラバ　上下 西　加奈子
コウケンテツのおやつ コウケンテツ

児童書

神々と戦士たち ミ シ ェ ル・ ペ イ
ヴァー

かいけつゾロリのようかい大うんどうかい 原　ゆたか
すがたをかえる たべものしゃしんえほん        
お茶ができるまで 宮崎　祥子

図 書 室
　 だ よ り

�
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編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205　

京
都

府
相

楽
郡

和
束

町
大

字
中

小
字

平
田

23番
地

の
1

TEL：
0774-78-0120　

　
FA

X
：

0774-78-0121

● 　笠　置　町　●
人　口　1,468 人　（−6）
世帯数　　657世帯（−3）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,234 人　（−8）
世帯数　1,728 世帯（−2）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,927 人 　（−11）
世帯数　1,247 世帯（−3）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成28年 1月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

　石
いし

本
もと

　那
なつ

雄
お

くん
和束町　別所　
平成 24 年 7 月 25 日生
元気なお兄ちゃん！
これからも弟に優しくね！

　仲
なか

眞
ま

　璃
り

乃
の

ちゃん
笠置町　笠置　
平成 25 年 11 月 20 日生
アンパンマンとひじきが
大好きです！

　石
いし

本
もと

　燈
ひな

聖
せ

くん
和束町　別所　
平成 26 年 3 月 16 日生
やんちゃな弟！
お兄ちゃんと仲良くね☆

出 せ る も の（一例）　ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
出せないもの（一例）　ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、
　　　　　　　　　　ペットボトルマークのついていないものは、プラスチック
　　　　　　　　　　製容器包装に出して下さい。

　・出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペットボトル専用袋
　　に入れて下さい。
　・ PET のマークが付いているものを出して下さい。
　・中身を全部取り除き水洗いして下さい。
　・キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出して下さい。
　・たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないで下さい。
　・処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出して下さい。

◦ペットボトル収集日
　笠　置　町　　毎月　第 1　火曜日
　和　束　町　　毎月　第 2　火曜日
　南山城村　　毎月　第 4　月曜日

ペットボトルの出し方
環　境環　境

◦ごみの出し方に関する問い合わせ
　笠置町税住民課　　　　　　　☎ 0743-95-2301（代）
　和束町農村振興課　　　　　　☎ 0744-78-3001（代）
　南山城村産業生活課　　　　　☎ 0743-93-0105（直通）
　相楽東部クリーンセンター　　☎ 0744-78-4153（直通）

「未来にはばたけ
元気な子！」写真募集！

対象：笠置町・和束町・南山城村
　　　在住で、３歳までの幼児。
　応募方法については、相楽東
部広域連合のホームページをご
覧ください。

　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人
　情報は「広報　れんけい」以外の
　目的には使用いたしません。

問合せ　相楽東部広域連合総務課
☎０７７４－７８－０１２０
e-mail  rengou-soumu@
　　　　rengou.jp

未来にはばたけ　元気な子！


